2004.5.12用プレレジュメ　　岩井・岩永・塚原・吉村


＜ポストモダン＞　　　　　　　　　　　　＜モダン＞

　　　　　ポストモダニズム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　モダニズム

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　国際様式　　　　　　　　　　　先駆的段階　　　近代運動

　　　　　　　 1980　　　1970　　　1960　　　　　1940　　1930

　　　　　　　　　　　　＜アメリカ＞　　　　　　　　　　　　＜パリ＞　　　　　　モダニズムの中心
モダニティ：先行する歴史的状況との容赦ない断絶　　　　　　　　　　　　　　モダニティのプロジェクト　　　　　　不変なものの特性

　　　　　　断絶と崩壊の終わりないプロセス　　　　　　　　　　　　　　　　モダンのプロジェクト　　　　　　　　　　 理性
　　　　　　きわめて重要な経験の集合体(バーマン)　　　　　　　　　　　　　 啓蒙主義のプロジェクト
　　　　　　不安定でありカオスをまとめあげようとする傾向をもっている　　　啓蒙のプロジェクト
　　　　　　創造的破壊のイメージ(←モダニズム的プロジェクト
遂行の際のジレンマから派生)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破壊的創造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創造的破壊
モダニズム：偶発性の重要な性質を発見すること　　　　　　　　　　　　　　　文化的モダニズム
　　　　　　時間とそのまったくはかない性質とを凍結することによってのみ　　新しいモダニズムのプロジェクト
　　　　　　　永遠なものについて語ることができた　　　　　　　　　　　 　 モダニズム的な文化行動や芸術的実践　　美学的経験
　　　　　　始まりから言語に没頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モダニズム美学　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　モダニスト→束の間のものと移ろいやすいものを芸術の場に　　　　モダニズム的作品　　　　　　　　　　　　 探求
受け入れた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モダニズム芸術
　　　　　　生産･流通の場･消費の新たな状況への反応　　　　　　　　　　　　モダニズム運動
　　　　　　場所と時代によって全く異なっている　　　　　　　　　　　　　　モダニズム的実践
　　　　　　1848～は都市現象/都市の芸術　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハイ・モダニズムの精神　　　　　　　 文化的消費者
　　　　　　多様な都市にまたがって変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　モダニズム的感覚
　　　　　　多様な遠近法主義と相対主義を取り入れた　　　　　　　　　　　　美学的モダニズム
　　　　　　実証主義的･技術中心主義的･合理主義的･エリート派アヴァンギャルドの仕事
　　　　　　
☆議論点　“モダニズムのプロジェクトを特徴づけ、指揮することになったのは、ブルジョア階級の運動であったのだろうか、それとも労働者の運動であったのだろうか”。そして、どちらの側が文化の創造者であったのだろうか。”
　　　　　次回以降の内容を考え、この点を出発にしてモダニズムについてもう一度、モダニズムが何を目指したどんなものであったのか、を考えたいです。
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